様式３－４
定款変更理由書

　
平成27年法律第74号をもって公布された「医療法の一部を改正する法律」の施行に伴い、定款の変更を行うものであります。

また、現在、○○府○○市○○町○丁目○番（所在地）において、医療法人○○会○○病院（診療所）を運営しているが、高齢者の保健・福祉を含めた体制を確保すべく、
新たに医療法人が○○より、○○府○○市○○町○丁目○番所在の建物を賃借し、○年○月○日より、○○法に基づく○○事業所を開設するものである。

ついては、定款規定に新たに第４条の２（※第４条第２項ではないので注意）を設け、業務の追加を行うものであります。


【記載ポイント】


下記事項は必ず記載ください。


どこへ、誰が、何を、どのように、いつから


既存施設内で新たに開設する場合


例：○○府○○市○○町○丁目○番に所在する、医療法人○○会○○病院施設内に、○年○月○日より○○法に基づく○○事業所を開設するものである。





不動産を購入し新たに開設する場合


例：新たに医療法人が○○より、○○府○○市○○町○丁目○番に所在する土地・建物を購入し、○年○月○日より○○法に基づく○○事業所を開設するものである。





定款の何条を変更するか


理由書にも変更箇所を記載しますが、現行定款の表記によって記載方法が変わります。


新たに附帯事業を実施する場合（現在、病院、診療所、介護老人保健施設のみ開設）


→上記参考





既に附帯事業を実施しており、２箇所目の事業所追加や移転の場合


→「ついては、～」以降を「ついては、定款規定の第４条の２において、業務の追加（変更）を行うものであります。」に変更





既に附帯事業を実施しているが、独立した条文「第４条の２」ではなく、「第４条第２項」などで記載している場合


→「ついては～」以降を「ついては、定款規定の第4条において附帯事業記載分を、モデル定款に沿って第４条の２を設け、記載の整理を行うものであります。」に変更





※医療法人の「目的」（第３条）は、本来業務についての事業目的を記載するため、附帯事業を実施する場合には変更不要です。








